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　Ａ．全 274ページのうち発音部分 27ページで 9.8％。
　　　全 40課のうち発音の課は 5課で 12.5％。（以下書き方は同じ）
　Ｂ．全 170ページのうち 21ページで 12.3％。
　　　全 40課のうち 7課で 17.5％。
　Ｃ．全 109ページのうち 17ページで 15.5％。
　　　全 20課で発音は別になっているので同じ 15.5％。
　Ｄ．全 121ページのうち 17ページで 14％。
　　　全 21課のうち発音は別なので同じ 14％。
　Ｅ．全 116ページのうち 10ページで 8.6％。
　　　全 20課のうち発音は別なので 8.6％。
　Ｆ．全 318ページのうち 26ページで 8.1％。





　Ｇ．全 413ページのうち 89ページで 21.5％。
　　　全 42課のうち 12課で 28.5％。
　Ｈ．全 302ページのうち 49ページで 16.2％。
　　　全 44課のうち 12課で 27.2％。
　Ｉ．全 207ページのうち 83ページで 40％。
　　　全 24課のうち 12課で 50％。
　Ｊ．全 294ページのうち 75ページで 25.5％。
　　　全 26課のうち 10課で 38.4％。
　Ｋ．全 242ページのうち 75ページで 30.9％。
　　　全 14課のうち 6課で 42.8％。
　Ｌ．全 492ページのうち 106ページで 21.5％。











































































（ 3 ）　邢福义《汉语语法三百问》（商務印書館 2002）p. 13







ある。授業回数は週 2回（前期 30回，後期 30回），教員は 1人で 2回とも担当する場合と
2人がペアとなり 1回ずつ担当する場合があった（中島は 1人で週 2回担当し，神田は他講
師とペアで週 1回担当した）。
























































（ 1 ）　『新実用漢語課本　教師用参考書』p. 2 原文は中国語，訳は筆者。














































　　　这 本 画 报 好 吗 ？
　　　很 好。








　　　Ａ　他 送 他 朋 友 什 么 ？
　　　Ｂ　他 送 他 朋 友 一 张 光 盘 。
　　　Ａ　这 张 光 盘 怎 么 样 ？
　　　Ｂ　这 张 光 盘 很 贵 。
　　 
一 个 大 蛋 糕　　　漂 亮
一 瓶 葡 萄 酒　　　便 宜











































（ 1 ）　国家汉语水平考试委员会办公室编《汉语水平考试大纲（初 / 中等）》（現代出版社　1996）の
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 A New Practical Chinese Reader (Japan Edition) was published in 2009.  It is the most 
recent in the Chinese language textbook series produced by Beijing Language and Cul-
ture University.  This paper describes the characteristics of Chinese textbooks pub-
lished by Beijing Language and Culture University and analyses the influence the 
books have had on Chinese language education in Japan.  It also describes problems in 
Chinese language pedagogy in Japan from the perspective of this textbook.
An Analysis of A New Practical Chinese Reader (Japan Edition)
and Chinese Language Pedagogy in Japan
Sakuko Nakajima
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